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トピックス　  まちの話題 

長
利
功
祐
・
千
秋
さ
ん
夫
婦
に
よ
る
家
族

経
営
協
定
の
調
印
式
が
６
月
17
日
、
大
鰐
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
経
営
の
方
針

や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十

分
な
話
し
合
い
に
基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も

の
で
す
。

長
利
さ
ん
夫
婦
は
、「
夫
婦
で
協
力
し
合

っ
て
作
業
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
語
っ
て

い
ま
し
た
。

７
月
３
日
に
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
へ
の
協
力
を
求
め
る
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
河
南
地
区
保
護
司
会
（
平

川
市
・
大
鰐
町
）
の
岸
修
会
長
・
髙
橋
浩
二

副
会
長
の
２
名
が
来
庁
し
、
町
長
に
伝
え
ま

し
た
。

同
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
立
ち
直
り
の
支
援
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
安
全
、
安
心
な
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

「
お
お
わ
に
ふ
れ
あ
い
建
設
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

茶
臼
山
全
国
つ
つ
じ
の
小
径
愛
好
会

か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

６
月
14
日
に
雨
池
ス
キ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
、「
お
お
わ
に

建
設
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
業
界
で
も
人
材
確
保

が
課
題
と
な
る
中
、
小
中
学
生
な
ど
早
い
段

階
で
建
設
業
の
仕
事
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
大
鰐
町
建
設
業
協
同
組
合
が
企
画
し
た

も
の
で
す
。

高
所
作
業
車
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
な
ど

の
乗
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
子
ど
も
達

は
建
設
機
械
の
操
作
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

建
設
の
仕
事
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

７
月
８
日
（
火
）
に
茶
臼
山
全
国
つ
つ
じ

の
小
径
（
こ
み
ち
）
愛
好
会
か
ら
６
７
，
７

１
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

同
会
よ
り
国
内
全
域
か
ら
珍
し
い
品
種
の
つ

つ
じ
を
茶
臼
山
公
園
に
植
樹
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
茶
臼
山
公
園
の
つ

つ
じ
の
保
全
等
に
活
用
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
町
か
ら
は
同
会
に
対
し

て
お
礼
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

「人生会議」
 はじめませんか？

対 象 者　65歳以上の町民
参加費用　無料
開催日時　月２回程度　水曜日　13時30分～15時
場　　所　大鰐町中央公民館　集会室

人生会議（ACP）のすすめ方

さわやかシニア教室　参加者募集

■お問合せ　保健福祉課地域包括支援係　☎ 55・6569（直通）

心身の状態に応じて意思は変化することがあります。次の４つのステップに沿って、何度でも繰り返し考え、
話し合いましょう。詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

　「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」とは、もしものときのために、自分が望む医療や
ケアについて前もって考え、その希望や思いを家族や医療・介護の専門職など信頼できる人と繰り返し話し合い、
共有する取組のことです。あなた自身が安心できるだけでなく、あなたの代わりに医療の選択をする人の心配や
不安を和らげることができます。

65歳以上の町民を対象に筋力アップのための運動や認知機能低下予防のレクリエーション、脳トレやお口の
体操を中心とした内容で行う介護予防や仲間づくりを目的とした教室です。参加を希望される方は、実施日に直
接会場にお越しください。

開催日
令和７年８月 20日 27日
　　　　９月 ３日 17日

　　　10 月 ８日 22日

ＳＴＥＰ①
あなたが大切にしていること
は何ですか？

ＳＴＥＰ④
話し合いの結果を大切な人た
ちに伝えて共有しましたか？

ＳＴＥＰ②
あなたが信頼できる人は誰で
すか？

ＳＴＥＰ③
信頼できる人や医療・ケア
チームと話し合いましたか？

弘
前
圏
域
成
年
後
見
制
度
普
及
・
啓

発
講
座

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加

し
、
家
族
に
よ
る
支
援
が
難
し
く
な
る

中
で
、
地
域
に
お
け
る
支
え
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
後
ま
で
自

分
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
元
気
な
う

ち
に
で
き
る
準
備
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
弘
前

圏
域
８
市
町
村
（
弘
前
市
、
黒
石
市
、

平
川
市
、
藤
崎
町
、
板
柳
町
、
大
鰐
町
、

田
舎
館
村
、
西
目
屋
村
）
で
の
権
利
擁

護
推
進
と
成
年
後
見
制
度
の
さ
ら
な
る

普
及
・
啓
発
の
た
め
、
弘
前
圏
域
の
住

民
向
け
に
講
座
を
開
催
致
し
ま
す
。

●
と
き　
　

８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

●
と
こ
ろ　
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　
「
も
し
も
の
と
き
の
た
め

に
～
人
生
会
議
を
通
し
て
～
」

●
対
象　
弘
前
圏
域
８
市
町
村
に
お
住

い
の
方

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
期
限　
８
月
23
日
（
土
）

●
申
込
方
法　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
た
上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ
先

弘
前
圏
域
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
・
６
５
５
７　

F
２
６
・
６
５
６
７

Eh8-kenri@
titan.ocn.ne.jp

（
日
・
月
曜
日
休
み
）
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

　弘南鉄道の弘南線及び大鰐線を往復利用し、協賛施設を利用する方は、「わにサ
ポ」で帰りの運賃が100円になります！
　協賛施設は、大型ショッピングセンター、飲食店、温泉、地元のお店、医療機関、
宿泊施設など80店舗以上！
　施設によっては、買い物割引やドリンクサービスなど、ここだけの特典を受け
られます。
　「わにサポ」を活用して、弘南鉄道で楽しくおトクなひとときを過ごしてみては
いかがでしょうか。美味しい食べ物やほっとする施設など町内にたくさんの協賛
施設がありますので、是非ご利用ください。
　ご利用方法、協賛施設一覧など詳しい情報については、弘南鉄道ホームページ
をご覧ください。

■お問合せ　弘南鉄道営業課　☎ 44・3136
　　　　　　ホームページ：https:// konantetsudo.jp/2022/03/30/wani-support2022/

弘南鉄道でおトクにお出かけ！生活応援きっぷ「わにサポ」で帰りの運賃が100円に！

魅力アップセミナーが開催されます！
　この度、来る素敵な出会いのために、男女別の魅力アップセミナーが開催されます。ぜひ、お申し込みください。

〇日　　時　８月17日（日）13時30分～15時
〇場　　所　アートホテル弘前シティ（弘前市大町）※会場については、参加決定者にのみお伝えします。
〇内　　容
【男性向けセミナー】印象アップにつながるコミュニケーションテクニックをお伝えします！
【女性向けセミナー】日々のコーディネートに自分に似合う色やデザインを取り入れてもらうため、パーソナル

カラー診断・骨格診断を実施します！
〇対 象 者　弘前圏域市町村在住または将来住む意思のある　18～59歳の独身男女
〇募集人数　男女各25名程度　※応募者多数の場合は抽選。
〇申込期限　８月７日（木）
〇申込方法　専用フォームよりお申し込みください

■お問合せ　ひろさき広域出愛サポートセンター
　　　　　　☎ 35・1123　Mail：h-deai@city.hirosaki.lg.jp

「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会が開催されます
　市町村と連携して生活再建相談事業を行っている消費者信用生活協同組合による無料相談会です。専門スタッ
フや弁護士がお金や暮らしに関する悩みなどについて、丁寧に聞き取りし、一緒に解決の糸口を見つけます。
〇実 施 日 時　９月27日（土）10時～16時
〇場　　　所　信用生協弘前事務所（弘前市大字城東４丁目５番地１ナラオカビル２F）
〇対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）②遺産相続 ③不動産売買 ④税金等公共料金の滞納　　　　 

⑤ DV・離婚問題 ⑥その他くらしに関する悩み事
〇相　談　料　無料。ただし事前の予約が必要です。

■予約先　信用生協弘前事務所　☎ 0120・102・354
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有
料
広
告

宝くじ助成金で整備しました

わずか40分で助かる命があります

（一財）自治総合センターの令和７年度一般コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）により、次の団体に必要な
備品を整備しました。
●助成団体

【苦木町会】　助成金額：1,000,000円　　整備備品：コピー機（１台）、石油ストーブ（４台）

※この助成金は、宝くじ事業の収入を財源に（一財）自治総合センターから交付されるもので、コミュニティ組
織の活動に直接必要な設備を整備するための助成制度です。

●青森県赤十字血液センターによる献血が実施されます
　４月11日（金）に実施された献血におきましては、多くの方のご協力をいただき誠にありがとうございまし
た。今なお、全国的に輸血用の血液は不足しております。血液を安定的に患者さんのもとへ届けるためには、献
血バス１台あたり43名のご協力が必要となります。献血バスが次の日程で来町しますので、輸血を待ち望んで
いる方々のために、一人でも多くのご協力をお願いします。

１　献血予定日　令和７年８月27日（水）
２　場所と時間　特別養護老人ホーム　大鰐ホーム　10時～11時30分

　　　　　　マックスバリュ　新おおわに店　　13時30分～16時

■お問合せ　保健福祉課　☎ 55・6568（直通）
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

　地域の高齢者が毎日をいきいきと健康に過ごすための場所である『通いの場』は、介護予防、認知症

予防にもつながる重要な取り組みとして推進されています。

　介護予防のためには、日常生活において「運動」「栄養」「社会参加」の三本柱を意識していくことが

大切となりますが、普段から通いの場に通うことにより、人と交流する「社会参加」の機会になるとと

もに、自宅から通いの場まで歩いていくこと自体が日々の「運動」につながることが期待されます。

　心とからだのフレイル予防のためにも、『通いの場』へ行ってみませんか♪

どうして
「通いの場」が
必要なの？

～　人生100年時代に向けて、地域の「チカラ」・住民の「チカラ」　～
　大鰐町の高齢化率は、令和７年６月末時点で 46.5％と、本格的な超高齢化社会へ突入しており、社会を支え
ることは、行政や福祉の専門職だけでは困難となっております。そのため、住民同士が支え合い、住み慣れた地
域で暮らし続けるためのまちづくりを進めております。
　地域で支え合いの活動を行っている取り組みを紹介します。

高齢者が集う地域の居場所　～ 『 通いの場 』～
童謡を歌う会

【参加者からの声】
〇歌を歌うのも楽しいが、歌と歌との間の世間話
をするのもまた楽しい。
〇参加者の年齢層が広いため、お互いに気に掛け
合いながらの活動が心地よい。
〇行く場所があるというのが、よい意味で緊張感
があるのでおしゃれして出かけている。

【概要】
活動内容：軽体操・発声・歌（童謡・唱歌・合唱曲）
活 動 日：木曜日（月３回程度）
　　　　　10時～ 11時 30分
活動場所：大湯会館
参 加 者：15人前後
代　　表：芳賀雅子

　月３回程度活動を行っており、「小学校
の時の懐かしい歌」で、季節の歌を皆で
話し合いながら選曲し歌っています。
　活動の前にはラジオ体操などのウォー
ミングアップ後に発声、歌（童謡・唱歌・
合唱曲）をしています。
　立っているのが大変な方は座って参加
することもできます。
　興味のある方はまずは見学からどうぞ。

住民同士 支え合いのかたち

■お問合せ　保健福祉課介護保険係　☎ 55・6568（直通）
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国民健康保険被保険者のみなさまへ　～特定健診の結果を活かしましょう～

★健診結果を確認しましょう！
健診結果が届きましたら、結果をよく確認しましょう。

「前回より結果が悪化した！」「異常値に近い検査項目があった…」など、異常がなくても、よく見てみると
生活習慣病の気配に気付くかもしれません。次の判定となった方は、保健指導を受けましょう。

★特定保健指導の判定となった方は…
メタボリックシンドローム（メタボ）のリスクのある方には、
リスクに応じて、次の２種類の特定保健指導が行われます。
専門家の指導により、生活習慣を改善できる絶好の機会です。
対象となった方には、特定保健指導のご案内を送付しますので、
必ず申し込みをしてください。

【支援の判定方法】
ＳＴＥＰ１　Ａ　腹囲（男性）85㎝以上　　Ｂ　BMI が 25 以上（BMI ＝体重 kg÷ 身長 m÷ 身長 m）
　　　　　　　　　　（女性）90㎝以上　　　（ Ａ も Ｂ も該当する場合は、Ａ が優先されます）　
　　　　
ＳＴＥＰ２　①血糖　空腹時血糖　100㎎ /dl 以上　又は　HbA1c（NGSP 値）　5.6% 以上
　　　　　　②血圧　収縮期（最高）血圧 130㎜ Hg 以上　又は　拡張期（最低）血圧　85㎜ Hg 以上
　　　　　　③脂質　中性脂肪　150㎎ /dl 以上　又は　HDL コレステロール 40㎎ /dl 未満
　　　　　　④質問票の項目のうち「喫煙あり」（上記①～③のうち１つ以上ある場合にカウント）

《判定》
　　　・40 ～ 64 歳の方
　　　　ＳＴＥＰ１ が Ａ ＋ＳＴＥＰ２ で１つ該当…………………動機付け支援
　　　　　　　　　 　 　 　　　　　　 　２つ以上該当……………積極的支援

　　　　ＳＴＥＰ１ が Ｂ ＋ＳＴＥＰ２ で１つまたは２つ該当…………………動機付け支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３つ以上該当……………積極的支援
　　　・65 歳以上の方……………………………………………………………動機付け支援

①動機付け支援
　メタボリックシンドロームのリスクが出始めた方は、保健師との面談にて生活習慣を振り返り、生活習慣改
善の目標を立てます。できるところから自分で取り組み、３か月後にその成果を確認します。
②積極的支援
　メタボリックシンドロームのリスクが高い方は、保健師との面談にて生活習慣をふり返り、生活習慣改善の
目標を立てます。その後、電話やメール等でサポートを受けながら、３か月後に取り組みの成果を確認します。

★要医療（要精検）の判定となった方は…
　要精検・要治療などの場合は、必ず受診し医師などの指導を受けましょう。初期の段階で発見し、治療する
ことで、時間も費用も抑えられることが多いです。

★来年も必ず特定健診を受けましょう！
　来年も必ず特定健診を受け、継続して結果を比較しましょう。
　継続して結果を確認することで、生活習慣の問題点がわかりやすくなります。

メタボとは…

「内臓脂肪症候群」とも呼ばれ、内臓脂肪

の蓄積によって、「高血圧・糖尿病・脂

質異常症」等の生活習慣病の重なりが起

こっている状態。
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

１　「お薬代負担軽減のご案内」の送付について
　ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性がある方へ、「お薬代負担軽減のご案内」を８
月末に送付し、どのくらい安くなるかをお知らせします。ジェネリック医薬品の利用を希望する方は、医師や
薬剤師にご相談ください。

２　振込口座の変更届出について
　高額療養費等の給付申請の際に届出した振込口座に変更（解約・金融機関の店舗統廃合等）があったとき
は、必ず住民生活課国保年金係へ届出してください。
　※届出がないと振り込みができなくなりますので、お早めの届出をお願いします。

３　交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為によって負傷され、被保険者証や資格確認書を使って治
療を受けたときは、必ず住民生活課国保年金係へ届出してください。また、自損事故の場合も届出が必要です。
　詳細については、住民生活課国保年金係または青森県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

〇後期高齢者医療保険料普通徴収第２期納付期限は令和７年９月１日（月）です。

■お問合せ
　住民生活課国保年金係　　　　　☎ 55・6563
　青森県後期高齢者医療広域連合　☎ 017・721・3821

住民生活課（年金）だより

●年金の種別変更は忘れずに届けましょう
　自身が加入している年金の種別は、職務条件の変更や離職、配偶者の扶養になる等により変更が生じます。
その都度種別変更のお手続きをお願いします。お手続きを忘れていた場合でも、日本年金機構より勧奨通知が
お手元に届いているときは、住民生活課国保年金係又はお近くの年金事務所へご来庁ください。

●年金相談・お手続きの際は「予約相談」をご利用ください
　全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて「事前予約」を行っています。年金事務所の窓
口にて、年金請求の手続きや受給している年金についての相談を希望する方は、ぜひ予約相談をご利用ください。
〇予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付しています。
〇お申し込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。
　また、ご家族など代理の方が年金事務所でお手続きをする場合は、ご本人からの委任状が必要となります。
委任状の様式は日本年金機構ホームページに掲載のほか、住民生活課国保年金係にもご用意しております。
〇予約受付専用電話　☎ 0570・05・4890

　　受付時間：月～金曜日（平日）８時30分～17時15分

　ご相談やお問い合わせは下記の宛先にご連絡ください。

■お問合せ　弘前年金事務所　　　　　☎ 27・1339
　　　　　　住民生活課国保年金係　　☎ 55・6563
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肺がん検診・結核健診を実施します
　肺がん検診・結核健診を以下のとおり行います。検診を希望される方は下記注意事項・日程をご確認のうえ、

ご都合のよい会場にお越しください。

◎日　　程　令和７年８月26日（火）

◎対 象 者　大鰐町に住所を有する40歳以上の方（昭和61年３月31日以前に生まれた方）

　　　　　　※65歳以上の方は結核健診を兼ねています。

　　　　　　６月、７月の複合検診で肺がん検診を受けた方、病院や職場等でレントゲン検査を受けた方は対

象になりません。

◎内　　容　胸部レントゲン撮影

◎持 ち 物　マイナンバーカードや運転免許証等の本人確認ができるもの

◎料　　金　無料 

◎注意事項　シャツ、下着等にボタン、金具、プリント模様のついているもの、襟付き（タートルネックを含む）

の服は着用しないでください。女性の方はブラジャーを取っていただくか、金具、ホックのないも

のを着用してください。

地区 時間 会場

高野新田 　8：30～　8：40 高野新田多目的集会センター

居土・折紙 　8：50～　9：00 居土多目的集会センター

三ツ目内 　9：10～　9：20 三ツ目内生活改善センター

森山 　9：30～　9：40 森山多目的研修センター

八幡館 　9：50～10：00 八幡館社会福祉館

鯖石 10：10～10：20 鯖石地区集会施設

宿川原 10：30～10：40 宿川原生活改善センター

虹貝・大鰐７C・虹貝新田 10：50～11：00 虹貝コミュニティセンター

早瀬野・島田 11：10～11：20 早瀬野多目的集会センター
駒ノ台・日の出
前田ノ沢・駒木 12：50～13：00 駒の台へき地保健福祉館

唐牛 13：15～13：25 唐牛構造改善センター

九十九森・長峰・苦木 13：35～13：45 長峰多目的研修センター

元長峰 13：55～14：05 元長峰多目的集会センター

蔵館 14：15～14：30 大鰐町総合福祉センター

大鰐 14：40～15：00 大鰐町中央公民館

※住所のある地区で受診できない場合は他の地区でも受診できます。不明な点はお問合せください。

■お問合せ　保健福祉課健康推進係　☎ 55・7149
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

法人の設立・異動等の届け出はお忘れなく

　次の場合には、県税事務所に届出書の提出が必要となります。
１　法人を設立したとき
２　法人を解散・清算したとき
３　法人の所在地、名称、代表者、資本金、事業年度等に変更・異動が生じたとき

　届出書の用紙は、当県税事務所に備え付けてあるほか、青森県庁ホームページ（https://www.pref.aomori.
lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/010_02houjin.html）からダウンロードできます。
　詳しくは、下記までお問合せください。

■お問合せ　青森県中南県税事務所課税第一課　☎ 32・1131（内線378）

個人事業税について

○納税義務者
　物品販売業、製造業、請負業など一定の事業を営む個人の事業主の方で、前年の事業収入から必要経費・事業
主控除額（年290万円）等を差し引いた後の所得がある方に対して個人事業税が課税になります。

○納税
　県税事務所から郵送される納税通知書により、８月と11月の２回に分けて納税していただきます。税額が１
万円以下の場合には、８月に全額を納税していただきます。

○納税の方法
　コンビニエンスストア、金融機関、インターネット上の専用サイト「地方税お支払サイト」、スマートフォン
アプリをご利用ください。口座振替の申込みも受け付けています。

詳しくは、青森県庁ホームページをご覧ください。
（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/003_07kojinjigyou.html）

■お問合せ
　青森県中南県税事務所課税第一課　☎ 32・1131（内線３）

県税の納税に関する相談窓口について

　令和６年末から令和７年にかけての大雪で被害を受け、今後納付すべき県税（個人事業税、不動産取得税及び
自動車税（種別割））を一括して納付することが困難な方は、納税を猶予する制度がありますので、ご相談くだ
さい。
　その他、中南地域における県税の納税についての相談は、中南県税事務所までご連絡ください。

■お問合せ
　青森県中南県税事務所納税管理課　☎ 32・4341（内線335）

■町税（町民税県民税・固定資産税・国民健康保険税）に関する相談窓口
　税務課　☎ 55・6562（直通）
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宮下知事と対話する「＃あおばな」実施団体募集

　宮下知事が出向いて県民の皆さまの声をお聴きする、県民対話集会「＃あおばな」の実施団体を募集します。 

対　　象　県内所在の10名程度の参加者が見込まれる団体等
募集期間　令和７年 ８月15日（金）～ ８月29日（金）　　　　　
実施期間　令和７年10月14日（火）～12月21日（日）
応募方法　専用応募フォームから申込

■お問合せ　青森県総務部広報広聴課　☎ 017・734・9138

　「創業したいけれど、何から始めればいいのか分からない」そんな方のために、（公財）21あおもり産業総合
支援センターでは無料の創業・起業相談窓口を開設しています。
　創業計画の策定から開業まで、インキュベーション・マネジャー（ＩＭ）が伴走支援いたします。
●インキュベーション・マネジャー（ＩM ）とは
　（一社）日本ビジネス・インキュベーション協会（ JBIA）が認定した、創業・起業希望者を構想・企画の段
階から創業・起業に至るまで一貫して支援を行う専門家です。
　「まだアイデアの段階だけど…」という方も大歓迎です。まずはお気軽にご相談ください。

　●どんなきっかけで創業を決意？
　・地域に役立つ仕事がしたい
　・自分のペースで働きたい
　・資格やこれまでの経験を活かして収入を得たい
　●どんな相談が多い？
　・創業に関心があるけど何から取り組めばよいかわからない

■お問合せ
　21あおもり産業総合支援センター　総合支援課　☎ 017・777・4066

 創業のきっかけはあなたの中にある

 夢をカタチにする、その一歩を応援します

Vol.2

創業・起業を
全力応援!!

ホームページは
こちら

県庁ホームページ

　21あおもり産業総合支援センター（青森市）では、県内の中小企業者の皆様の創業、売上拡大、
経営改善、事業承継など、経営に関する様々な相談に応じています。
　今回は、創業相談について紹介します！

　ＩＭは、こうした悩みに丁寧に寄り添い、実現可能なプランづくりをお
手伝いします。あなたの夢の第一歩を、私たちが全力で応援します！ご相
談は、当センター（青森市新町）の相談窓口、又はオンラインでも可能です。
関心のある方は、ホームページの申込フォームからお申し込みください。
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町政ここが聞きたい　  議会だより 

６６月月

定例町議会定例町議会

一 般 質 問
山　谷　博　子　議員
竹　内　富士子　議員
藤　田　賀津彦　議員
三　浦　道　広　議員
秋田谷　和　文　議員
中　島　英　臣　議員
前　田　一　裕　議員

７名登壇

①
10
年
後
を
見
据
え
た
町
政
運
営
に
つ
い
て

②
４
期
に
わ
た
る
町
政
の
歩
み
の
総
括
と
、

残
さ
れ
た
１
年
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
何
か

　
①
本
町
で
は
年
々
人
口
が
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
る
。

今
後
十
年
間
で
、
働
き
手
の
減
少
、
地
域
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
困
難
、
空
き
家
の
増
加
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
深
刻
化
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
大
鰐
町
の
場
合
、
高
齢
化
率
は

四
四
・
七
％
。
人
口
（
戦
略
人
口
）
は
十
年

後
の
三
十
五
年
は
五
千
二
百
七
十
三
人
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
今
行
政
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
将
来
を
見
据
え
て
、
今
何

を
選
択
し
て
、
ど
こ
に
力
を
注
い
で
い
く

か
、
町
が
未
来
を
ど
う
作
る
の
か
、
と
い
う

視
点
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
町
の
考
え
方
を

伺
う
。

（
一
）
地
域
活
力
対
策
に
つ
い
て

一
つ
目
と
し
て
、
将
来
の
人
口
動
向
を
見

据
え
て
、
定
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
取
組
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

二
つ
目
と
し
て
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

取
組
。
特
に
観
光
と
し
て
の
積
極
的
な
取
組

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

（
二
）
教
育
・
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ

い
て 問

一
つ
目
と
し
て
、
小
中
一
貫
校
、
図
書
館
、

児
童
館
、
役
場
庁
舎
な
ど
、
複
合
施
設
と
し

て
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

（
三
）
地
域
イ
ン
フ
ラ
・
暮
ら
し
の
基
盤

に
つ
い
て

一
つ
目
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
・
交
通
手

段
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

二
つ
目
と
し
て
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
世

帯
の
除
雪
支
援
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い

く
の
か
。

　
　
①
（
町
長
）

　
　
（
一
）
定
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
取

組
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た

環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
観
光

施
策
に
関
し
て
は
、
観
光
・
物
産
施
設
、
宿

泊
業
者
及
び
飲
食
業
者
な
ど
の
民
間
事
業
者

が
実
施
主
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
は
、
民
間
事
業
者
の
支
援
や
環
境

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
二
）
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
は
、
利

便
性
の
向
上
や
多
様
な
交
流
促
進
が
期
待
さ

れ
、
ま
た
、
延
床
面
積
や
維
持
管
理
費
等
の

減
少
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

年
度
策
定
予
定
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
お
い
て
、
統
合
や
廃
止
の
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

（
三
）
通
勤
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
生

活
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
交
通
利
便
性

答

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
特
に
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
に
関
し
て
は
、
利
用
者
説
明
会
を
開
催

し
、
新
た
な
バ
ス
停
の
設
置
や
ダ
イ
ヤ
改
正

な
ど
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。高

齢
者
世
帯
の
除
雪
支
援
に
つ
い
て
は
、

除
雪
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事

業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
又
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
地
域
団
体
に
委

託
し
て
実
施
し
て
い
る
「
地
域
除
雪
事
業
」

や
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
除
排
雪
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民

で
支
え
合
い
な
が
ら
雪
対
策
を
行
っ
て
い

く
。
今
後
も
高
齢
者
等
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
除
雪
等
の
共
助
の
取
組
を

増
や
し
て
ま
い
り
た
い
。

①
（
教
育
長
）

（
二
）
小
中
学
校
を
含
め
た
複
合
施
設
や
、

様
々
な
施
設
を
集
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
学
習
環
境
の
面
や
児
童
館
等
へ
の
移
動

の
面
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。

そ
の
中
で
、
既
存
の
施
設
の
建
て
替
え
が
前

提
に
な
る
が
、
小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
小
中

学
校
施
設
を
一
体
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後

も
、
実
際
に
教
育
を
受
け
る
子
ど
も
達
に
と

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
が
最
善
な
の
か

を
一
番
に
考
え
て
い
く
。

　
②
町
長
は
こ
れ
ま
で
四
期
に
わ
た

っ
て
町
政
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、

問

山谷　博子 議員
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い
な
い
。

①
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
高
齢
者

施
策
に
つ
い
て

　
①
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
、

生
涯
現
役
人
生
を
生
き
切
る
に
は
、

ま
ず
、
健
康
第
一
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

重
要
で
あ
る
か
と
思
う
。
健
康
寿
命
の
延
伸

は
、
医
療
費
や
介
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
生

き
が
い
を
持
て
る
地
域
活
動
へ
の
参
加
す
る

こ
と
。
ま
た
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

は
仕
事
を
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。

若
い
人
に
勤
勉
の
道
を
歩
ん
で
も
ら
う
た

め
に
も
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
が
仕

事
を
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ

こ
で
伺
う
。

（
一
）
本
町
の
現
在
の
高
齢
者
の
人
口
と

高
齢
化
率
の
推
移
、
要
介
護
認
定
者
数
の
推

移
。（二

）
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
介
護
予

防
の
取
組
と
課
題
。

（
三
）
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
取

組
と
課
題
。

問

そ
の
長
い
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
一
年
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
達
成
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の

か
、
ま
ず
は
四
期
の
総
括
と
し
て
の
所
感
を

お
聞
き
し
た
い
。

そ
の
う
え
で
、
残
さ
れ
た
一
年
の
任
期
の

中
で
、
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
こ

と
、
あ
る
い
は
「
こ
れ
だ
け
は
や
り
遂
げ
て

お
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。

ま
た
今
後
の
町
の
方
向
性
に
も
大
き
く
か

か
わ
る
町
長
選
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
五

期
目
町
長
選
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
伺
う
。

　
　

②
（
町
長
）

　
　

ま
ず
、
こ
の
十
六
年
間
、
私
が
最
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
町
の
財

政
の
健
全
化
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
確
立
で
あ
る
。
就
任
当
初
、
本
町
は
厳

し
い
財
政
運
営
に
あ
っ
た
が
、
固
定
資
産
税

率
の
引
き
上
げ
や
家
庭
ご
み
袋
の
有
料
化
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力
の

も
と
、
様
々
な
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の

早
期
脱
却
を
果
た
し
、
こ
れ
ま
で
三
度
に
わ

た
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
一

部
を
繰
上
償
還
し
た
。

当
初
六
十
六
億
円
程
度
あ
っ
た
借
入
額

を
、
十
八
億
三
千
万
円
程
度
ま
で
縮
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
町
民
の
皆
さ

ま
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
た
賜
物

で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
そ
し

て
、
財
政
健
全
化
と
並
行
し
て
、
町
民
の
皆

答

さ
ま
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
施
策
も

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。

令
和
元
年
に
は
、
観
光
拠
点
と
も
な
る
大

湯
会
館
を
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
も
交
流
人
口

の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て

い
る
。
令
和
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
中
、

本
町
に
お
い
て
も
感
染
拡
大
防
止
策
や
地
域

経
済
対
策
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

の
安
定
の
た
め
、
必
要
な
対
策
を
迅
速
か
つ

適
切
に
講
じ
た
。

ま
た
、学
校
施
設
の
空
調
設
備
の
完
備
や
、

医
療
費
無
料
化
に
お
け
る
対
象
年
齢
の
拡
大

な
ど
、
教
育
・
子
育
て
環
境
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
、
医
療
の
面
で
は
、
町

内
で
唯
一
入
院
機
能
を
有
す
る
診
療
所
を
開

所
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
備
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、

全
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
質
の
向
上
、

そ
し
て
町
の
未
来
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
一
年
で
取
り
組
み
た
い
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
実
績
を

活
か
し
ま
ず
は
来
年
二
月
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
成
功
、
ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
の
物
価
高
騰
支
援
策
と
し
て
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
全
町
民
に
一
律
五
千
円
の

商
品
券
の
配
布
、
ま
た
、
今
回
の
豪
雪
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
農
業
ハ
ウ
ス
の
施
設
整

備
、
ま
た
、
り
ん
ご
樹
に
お
け
る
被
害
の
支

援
策
、
ま
た
、
給
食
費
を
無
償
化
し
た
こ
と

に
伴
い
、
保
育
園
児
の
副
食
費
の
無
償
化
も

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
最
後
に
五
期
目
に
つ

い
て
の
現
在
の
心
境
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

五
期
目
に
つ
い
て
は
ま
だ
考
え
に
い
た
っ
て

（
四
）
高
齢
者
の
就
労
環
境
づ
く
り
の
た

め
の
「
生
涯
現
役
地
域
づ
く
り
環
境
整
備
事

業
」
の
活
用
の
考
え
。

（
五
）
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
、

高
齢
者
の
就
労
環
境
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
い
て
、
総
合
戦
略
に
追
加
す
る

か
、
ま
た
は
、
次
期
総
合
戦
略
の
中
で
の
課

題
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　
（
一
）
令
和
七
年
六
月
一
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る
人
口
八
千
百
十
四

人
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
三
千
七
百
六
十
六
人
、
高
齢
化
率
は
四

六
・
四
％
で
あ
る
。
高
齢
者
人
口
は
、
緩
や

か
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
率
は
、
少

子
化
等
に
よ
り
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
要
介
護
認
定
者
八
百
四
人
の
う
ち
、
六

十
五
歳
以
上
は
七
百
八
十
九
人
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

（
二
）町
で
は
「
さ
わ
や
か
シ
ニ
ア
教
室
」

や
「
地
区
集
会
施
設
に
お
け
る
介
護
予
防
教

室
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
広
報
で

介
護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
及
び
認
知
症
予

防
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
情
報
発
信
を
し
て

い
る
。
介
護
予
防
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な

く
、
長
期
間
の
継
続
的
な
取
組
と
、
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
、
本
人
、
家
族
、
及
び
地

域
社
会
の
理
解
、
認
知
度
向
上
な
ど
の
課
題

が
あ
る
の
で
、
今
後
も
予
防
に
つ
な
が
る
取

組
を
継
続
し
て
い
く
。

（
三
）町
で
は
、「
さ
わ
や
か
シ
ニ
ア
教
室
」

な
ど
の
介
護
予
防
事
業
の
ほ
か
、
社
会
教
育

学
習
と
し
て
「
成
人
大
学
」
を
開
催
し
て
い

答

竹内 富士子 議員
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
る
。
成
人
大
学
は
高
齢
者
に
限
定
し
た
事
業

で
は
な
い
が
、
健
康
や
歴
史
講
座
な
ど
様
々

な
学
習
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で

の
代
表
的
な
活
動
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
地
域
社
会
の

交
流
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
見
出
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
鰐
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
技
能
や
知
識
経
験
を
活
か

し
、
就
労
と
い
う
点
か
ら
社
会
貢
献
を
通
じ

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
社
会
参
加
の
機

会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
活
動
も
、
参
加
者
の
伸
び
悩
み
が

課
題
で
あ
る
の
で
、
町
で
は
引
き
続
き
協

力
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
四
）「
生
涯
現
役
地
域
づ
く
り
環
境
整

備
事
業
」
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

五
十
五
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の
多
様
な
雇

用
・
就
業
機
会
を
創
出
す
る
と
共
に
、
そ
の

取
組
を
持
続
可
能
に
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
た
め
の
、
国
の
委
託
事
業
で
あ
る
。
働
く

意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
な
の
で
、
他
モ
デ
ル
地
域
の
取
組
で

出
た
課
題
や
成
果
を
調
査
分
析
し
て
い
く
。

（
五
）
第
三
期
の
大
鰐
町
総
合
戦
略
は
、

令
和
七
年
度
を
初
年
度
と
し
て
策
定
し
た
。

五
つ
の
基
本
目
標
の
う
ち
「
大
鰐
町
の
魅
力

を
高
め
“
わ
が
ふ
る
さ
と
”
の
創
出
」
に
お

い
て
、
地
域
共
生
社
会
の
推
進
の
取
組
と
し

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
活
躍
の
場
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
し

っ
か
り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

①
町
内
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

②
財
源
確
保
に
つ
い
て

③
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て

　
①
何
度
か
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
議
会
で
質
問
さ
せ
て
頂
き
、
大

鰐
温
泉
駅
周
辺
へ
数
台
設
置
。
ま
た
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
配
慮
し
、
現
時
点
で
は

予
定
は
な
い
が
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

日
々
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
凶
悪

犯
罪
が
地
方
で
も
発
生
し
、
最
近
で
は
新
手

の
詐
欺
集
団
の
よ
う
な
不
審
者
が
津
軽
地
方

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

犯
罪
者
は
防
犯
意
識
の
無
い
所
を
事
前
に

調
査
し
、
犯
行
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
長
以
下
職
員
、
我
々
議
員
に
は
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
と
い
っ
た
大
き
な
役
割
が

あ
る
。

犯
罪
の
早
期
解
決
と
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
よ
う
な
抑
止
力
向
上
の
た
め
に
も
各
区

長
の
意
見
も
交
え
な
が
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
を
早
急
に
考
え
て
頂
き
た
い
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　

現
在
運
用
中
の
町
の
防
犯
カ
メ
ラ
は

一
か
所
で
、
令
和
七
年
三
月
に
大
鰐
町
消
防

団
第
一
分
団
屯
所
の
外
壁
に
四
台
設
置
し
て

い
る
。
議
員
仰
せ
の
と
お
り
、
近
年
で
は
、

問答

犯
罪
行
為
そ
の
も
の
が
多
様
化
し
て
お
り
、

防
犯
対
策
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
犯
罪
の
抑
止
力
向
上
に
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
お
い
て
は
、
防
犯
灯

な
ど
の
設
置
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度
を
設

け
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等
の

防
犯
設
備
の
設
置
も
有
効
な
対
策
で
は
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
基
本
的
な
防
犯
意
識
を
高
め

て
、
町
内
で
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中

で
各
地
区
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
多
く
の
町

民
が
利
用
す
る
よ
う
な
公
共
性
の
高
い
場
所

に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
等
と
協
議
し
な
が

ら
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防
犯
設
備
の
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

　
②
財
源
確
保
に
は
主
な
も
の
と
し

て
、
地
方
交
付
税
の
増
額
、
地
方
債

の
発
行
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
の
獲

得
で
す
が
、
潤
っ
て
い
る
自
治
体
を
見
る
と

こ
れ
以
外
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

誘
致
や
企
業
誘
致
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
税
収
を
増
や
し
地
方
債
を
抑
制
さ
せ
て
い

る
。昭

和
三
十
年
以
降
の
大
鰐
は
、
町
民
の
生

活
向
上
と
産
業
振
興
を
目
指
し
、
特
に
観
光

業
や
農
業
の
発
展
に
力
を
入
れ
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
の
時
代
に
合
わ
せ
て
も
成
功
を
収
め
て

い
る
自
治
体
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
追
い
風

と
し
た
観
光
業
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
し
た

農
業
、
国
内
外
の
企
業
誘
致
で
地
域
経
済
を

活
性
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

問

（
一
）
観
光
誘
致
に
つ
い
て
、
町
が
主
導

権
を
握
っ
て
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

観
光
分
野
に
お
い
て
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
「
ク
ラ
ン
ピ
オ
ニ
ー
津
軽
」
や
町
観
光
協

会
へ
丸
投
げ
と
い
っ
た
感
覚
を
覚
え
る
。

（
二
）
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
丸
投
げ
で
は
な

く
、
自
ら
足
を
運
び
、
県
内
菓
子
製
造
メ
ー

カ
ー
や
農
業
高
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
マ
ス

コ
ミ
を
巻
き
込
ん
だ
商
品
開
発
を
行
っ
て
は

如
何
か
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
職
員
に
強
い
情
熱

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
大
鰐
に

は
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
素
材
が
沢
山
あ

る
。
や
る
気
が
あ
る
か
、
無
い
か
で
あ
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
か
ら
の
増
収
を
行

い
、
手
厚
い
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
、
移

住
・
定
住
者
の
取
組
を
町
が
目
指
す
最
重
要

課
題
と
し
て
は
如
何
か
。

　
　

②
（
町
長
）

　
　
（
一
）
観
光
誘
致
に
つ
い
て
、
観
光

施
策
の
実
施
主
体
は
、
観
光
・
物
産
施
設
、

宿
泊
業
者
、
飲
食
業
者
な
ど
の
民
間
事
業
者

で
あ
り
、
行
政
の
役
割
は
、
そ
れ
ら
の
民
間

事
業
者
の
支
援
や
、
環
境
整
備
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
自
治
体
の
観
光
行
政
は
、
事

業
者
支
援
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
道
路
等
の

整
備
、
交
通
の
確
保
・
維
持
、
建
築
規
制
、

自
然
・
文
化
の
保
全
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
各
課
の
連
携
に
よ
り
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
観
光
協
会
や
ク
ラ
ン
ピ
オ
ニ
ー
津

軽
は
、
自
治
体
と
民
間
事
業
者
が
共
同
で
設

答

藤田 賀津彦 議員
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立
し
た
官
民
連
携
組
織
で
あ
り
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
が

展
開
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
、

農
産
物
の
地
産
地
消
と
地
場
産
品
の
消
費
拡

大
及
び
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令
和

五
年
度
か
ら
、
民
間
事
業
者
や
町
職
員
等
を

構
成
員
と
す
る
「
大
鰐
あ
じ
ゃ
ら
山
村
活
性

化
協
議
会
」
を
設
置
し
、
山
村
活
性
化
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
の
実

績
は
、
講
師
を
招
聘
し
、
商
品
開
発
に
係
る

講
習
を
経
て
、
地
域
資
源
で
あ
る
り
ん
ご
を

活
用
し
た
商
品
を
六
品
試
作
し
、
う
ち
二
品

が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
業
最
終
年

で
あ
る
今
年
度
は
、
新
た
な
商
品
開
発
に
加

え
、
今
後
地
元
で
の
製
造
販
売
先
と
な
り
え

る
菓
子
店
、
加
工
所
を
模
索
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
域
内
外
で
の
販
売
や
大
規
模
展
示
商

談
会
へ
の
出
展
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し

た
販
売
を
計
画
し
て
お
り
、
新
た
な
所
得
の

確
保
、
雇
用
の
創
出
と
地
域
活
性
化
を
目
指

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
誘
致
も
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
、

行
政
だ
け
で
推
進
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

事
業
者
や
関
連
組
織
、
そ
し
て
町
民
と
も
一

体
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
③
ラ
グ
ビ
ー
場
を
整
備
し
、
ト
ッ
プ

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
合
宿
を
誘
致
し
、

町
の
大
き
な
活
性
化
・
将
来
の
安
定
し
た
街

づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
、
昨
年
か
ら
提
案

を
続
け
た
が
、
財
源
の
問
題
か
ら
見
送
り
と

い
う
判
断
で
あ
っ
た
。

今
ま
で
あ
じ
ゃ
ら
山
一
帯
は
、
ス
キ
ー
を

問

重
視
し
た
冬
の
誘
客
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ

れ
、
夏
場
の
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
が
生

か
さ
れ
て
な
く
勿
体
な
い
と
い
う
声
を
多
く

聞
い
て
い
る
。
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
壊
れ
た
遊

具
、
使
用
さ
せ
な
い
茶
室
。
こ
れ
ら
は
い
つ

改
善
す
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
後
ア
ウ
ト
ド
ア
が
盛
ん
に
な
り
、

キ
ャ
ン
パ
ー
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
客
が
増
え
た
。

利
用
価
値
が
無
い
ラ
グ
ビ
ー
場
を
整
備
す
る

よ
り
も
、
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
ゲ
レ
ン
デ
エ
リ

ア
へ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
ド
ッ
グ
ラ
ン

広
場
を
作
り
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
内
の
整
備
を

行
い
、
町
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
、
ま
た
県

内
外
客
の
誘
客
の
一
環
と
し
て
資
源
の
磨
き

上
げ
を
行
っ
て
は
如
何
か
。

　
　

③
（
町
長
）

　
　

平
成
二
十
二
年
度
以
降
、
休
止
し
て

い
る
「
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
」
で
あ
る

が
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
利
用
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
議
員

仰
せ
の
と
お
り
、
夏
場
の
「
旧
あ
じ
ゃ
ら
高

原
エ
リ
ア
」
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
茶
室
は
、
改
修
等
に

費
用
が
か
か
る
た
め
、
現
状
の
ま
ま
維
持
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
の

壊
れ
た
大
型
遊
具
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
撤

去
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
旧
あ
じ

ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
」
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
、
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
令
和
八
年
度
か
ら
十
年

答

度
ま
で
の
三
年
間
の
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
年
と
な
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は

も
と
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る

利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
の
具
体
的
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、
事
業
者
を

選
定
し
て
い
く
。

①
歳
入
確
保
へ
の
取
組
に
つ
い
て

②
豪
雪
に
よ
る
危
険
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て

③
豪
雪
に
よ
る
農
業
被
害
へ
の
支
援
事
業
に

つ
い
て

　
①
企
業
誘
致
や
若
い
人
の
移
住
な

ど
が
う
ま
く
進
め
ば
、
税
収
が
増
え

る
が
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
近
年
の
税

収
、
い
わ
ゆ
る
歳
入
を
増
や
す
方
法
は
他
の

自
治
体
を
見
る
と
ふ
る
さ
と
納
税
を
う
ま
く

利
用
し
て
い
る
。

先
日
、
当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
品
目
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
と
こ
ろ
、
取
扱
品

目
が
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
町
及
び
町

内
の
企
業
や
農
家
の
方
が
う
ま
く
利
用
で
き

て
い
な
い
と
感
じ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
寄
付
金
に
よ
る
歳
入
の
ア
ッ
プ
、
そ
れ
と

企
業
及
び
農
家
の
方
の
売
り
上
げ
、
収
入
が

増
え
る
こ
と
で
町
の
税
収
ア
ッ
プ
に
も
な

る
。
そ
し
て
農
家
の
方
の
参
加
が
増
え
る
こ

問

と
に
よ
り
、
近
年
米
価
の
価
格
高
騰
に
よ
る

一
般
の
方
の
家
計
の
圧
迫
の
低
減
や
、
大
雪

に
よ
り
雪
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
方
の
支
援

に
も
な
る
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
歳
入
確
保
、
ア
ッ
プ

の
た
め
に
専
門
の
職
員
を
配
置
し
た
ら
ど
う

か
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制
度
で
あ

り
、
ま
た
、
自
分
の
意
志
で
応
援
し
た
い
自

治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
は
、
寄
付

金
を
財
源
と
し
て
、
住
民
に
様
々
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
、
自
治
体
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
観
光
客

誘
致
や
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る

事
務
負
担
が
増
加
す
る
た
め
、
議
員
仰
せ
の

と
お
り
専
門
の
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
本
町
は
、
外
部
委
託
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。
受
付
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
構
築
や
運
営
、
情
報
の
管
理
、
返
礼
品
の

配
送
や
管
理
、
問
い
合
わ
せ
の
対
応
等
、
民

間
事
業
者
の
専
門
的
な
技
術
や
知
識
を
活
用

し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
運
営
し
て
い

る
。
返
礼
品
の
拡
充
に
も
努
め
て
お
り
、
寄

附
の
実
績
は
、
令
和
六
年
度
は
千
四
百
八
十

二
件
、
二
千
六
百
九
十
五
万
円
と
な
り
、
増

加
傾
向
に
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
有
用
な
制
度
で
あ
る
の
で
、
委
託
業

者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
も
活
用
し
、
積
極
的
に
取

答

三浦　道広 議員
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
②
今
年
の
豪
雪
に
よ
り
、
道
路
へ
の

倒
木
が
多
数
発
生
し
た
。
ま
た
倒
木

に
よ
る
停
電
も
数
件
発
生
し
て
い
る
。
町
内

を
走
っ
て
道
路
わ
き
の
林
を
見
て
み
る
と
、

次
の
降
雪
時
に
は
道
路
に
倒
れ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
所
が
複
数
個
所
、何
十
本
と
見
ら
れ
る
。

県
道
・
町
道
を
問
わ
ず
町
内
の
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
を
町
主
導
で
地
権
者
と
話
し
合

い
な
が
ら
整
備
を
進
め
ら
れ
な
い
も
の
か
、

町
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

②
（
町
長
）

　
　

民
法
で
は
、
隣
地
の
木
の
枝
が
境
界

線
を
越
え
る
場
合
で
、
枝
の
切
除
を
催
告
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
当
の
期
間
内
に
切
除

し
な
い
と
き
、
木
の
所
有
者
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
、
窮
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き

の
三
つ
の
場
合
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
と
き

に
は
、
越
境
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
が
越
境

し
た
枝
を
切
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
民
地
か
ら
の
倒
木

等
が
、
町
道
や
農
道
の
境
界
線
を
越
え
る
と

き
に
は
、
町
で
枝
を
切
除
す
る
対
応
を
し
て

い
る
。

し
か
し
、
民
地
同
士
で
の
倒
木
事
案
や
、

民
地
か
ら
町
道
農
道
へ
の
倒
木
で
も
境
界
を

越
え
な
い
事
案
で
は
、
基
本
的
に
木
の
所
有

者
に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
る
。
周
囲

に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
場
合
に
は
、
町
か
ら

所
有
者
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、
早
期
対
応

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
樹
木

等
の
適
正
管
理
や
事
故
の
未
然
防
止
の
た

問答

め
、
引
き
続
き
、
巡
回
や
文
書
通
知
に
よ
る

対
応
を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
町
道
及
び

農
道
に
お
い
て
、
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
が

あ
っ
た
場
合
は
、
情
報
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
③
今
年
の
豪
雪
に
よ
る
農
業
被
害

へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
の

主
導
、
予
算
で
他
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
と
思
う
が
、
町
単
独
で
の
支

援
事
業
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
考
え
て
い
る

支
援
事
業
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た

い
。

　
　

③
（
町
長
）

　
　

こ
れ
ま
で
の
豪
雪
関
係
の
支
援
事
業

と
し
て
、
令
和
七
年
二
月
に
専
決
処
分
し
た

融
雪
剤
購
入
費
や
塗
布
剤
購
入
費
に
対
す
る

支
援
を
町
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き

た
。
ま
た
、
五
月
の
議
員
全
員
協
議
会
で
説

明
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
と
し
て
は
、

豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
用
ハ
ウ
ス

等
を
修
繕
・
再
建
す
る
場
合
に
係
る
経
費
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
二
分
の
一
の
県
補

助
に
加
え
、
四
分
の
一
を
町
が
嵩
上
げ
し
、

合
わ
せ
て
四
分
の
三
を
補
助
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

今
後
は
、
り
ん
ご
樹
の
苗
が
不
足
し
購
入

で
き
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

り
ん
ご
樹
の
苗
購
入
に
つ
い
て
、
県
補
助
事

業
へ
の
嵩
上
げ
又
は
町
単
独
の
長
期
的
補
助

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問答

①
憲
法
の
理
念
と
町
政
で
の
実
現
に
つ
い
て

　
①
憲
法
は
国
の
あ
る
べ
き
姿
を
示

し
、
ま
た
行
政
の
執
行
を
縛
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
国
の
中
央
政
府
で
あ
れ
、
地

方
の
小
さ
な
自
治
体
で
あ
れ
、
同
じ
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。

憲
法
九
十
九
条
は
公
務
員
の
憲
法
尊
重
擁

護
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
町
長
を
含
め
公

務
員
た
る
者
す
べ
て
、
憲
法
を
守
っ
た
行
政

執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
自
覚
す

る
こ
と
は
、
公
務
員
の
基
本
中
の
基
本
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

こ
う
し
た
見
解
に
対
す
る
町
長
の
ご
認
識

を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

町
長
を
頂
点
と
す
る
町
職
員
は
、
町
長
を

含
め
皆
こ
れ
ま
で
、
憲
法
の
理
念
を
理
解

し
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
守
っ
て
行
政
執

行
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
町
長
の
御
認
識
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
。

ま
た
、
憲
法
の
理
念
を
活
か
し
た
行
政
運

営
の
今
後
一
層
の
実
現
へ
の
御
決
意
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　

憲
法
第
九
十
九
条
に
つ
い
て
、
こ
の

条
文
は
「
す
べ
て
の
公
務
員
は
、
憲
法
を
尊

問答

重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
」
と
定
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
公
務
員
が
そ
の
職
務
を
執
行

す
る
う
え
で
、
憲
法
の
理
念
を
理
解
し
、
そ

れ
を
守
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
私
自
身
、
そ
し
て
職
員
も
こ
の

憲
法
の
尊
重
擁
護
義
務
を
強
く
自
覚
し
て
い

る
。私

た
ち
の
行
政
行
為
は
、
町
民
の
権
利
を

守
り
、
公
共
の
福
祉
を
追
求
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
根
底
に
は
憲
法
が
あ
る
こ
と
を
常

に
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
は

日
々
の
業
務
に
お
い
て
憲
法
の
精
神
を
尊
重

し
、
法
律
に
則
っ
た
職
務
を
遂
行
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
決
意
に
つ
い
て
、
憲
法
の
理
念
を

活
か
し
た
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
公
務
員
が
そ
の
意
義
を
深
く
理

解
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
憲
法
に
基
づ
い
た
町
民
の
権
利

保
障
、
公
正
な
社
会
の
構
築
に
努
め
、
町
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
。

①
大
雪
に
よ
る
農
業
被
害
の
町
の
対
応
に
つ

い
て

②
ス
キ
ー
場
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

　
①
今
年
は
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
大
雪
に
な
り
、
町
民
は
毎
日
雪
片

問

秋田谷 和文 議員

中島　英臣 議員
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付
け
に
追
わ
れ
た
。
特
に
酷
い
の
は
り
ん
ご

で
あ
る
。
り
ん
ご
剪
定
の
た
め
に
畑
に
も
行

け
ず
苦
慮
し
、
剪
定
も
雪
が
一
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
り
、
腰
を
か
が
め
て
行
っ
て
い
る
様
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

県
で
は
知
事
中
心
に
い
ち
早
く
視
察
し
た

り
し
て
対
応
し
て
い
る
。
町
は
町
な
り
に
対

応
し
て
い
る
が
、
農
業
に
関
わ
っ
て
い
る

方
々
か
ら
は
要
望
書
を
提
出
し
た
り
し
て
い

る
。
そ
こ
で
伺
う
。

（
一
）
町
は
こ
れ
ま
で
の
農
業
関
連
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
対
応
し
た
か
。

（
二
）
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
農
家
の
人

た
ち
は
保
険
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う

人
た
ち
の
保
険
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　
（
一
）
豪
雪
に
よ
る
農
業
関
連
の
取

組
と
し
て
、
三
つ
の
取
組
を
実
施
し
た
。

一
つ
目
は
、
例
年
は
二
月
中
旬
以
降
に
実

施
し
て
い
る
農
道
除
雪
を
、
前
倒
し
て
一
月

十
日
か
ら
実
施
。

二
つ
目
は
、
融
雪
剤
購
入
費
補
助
事
業
。

三
つ
目
は
塗
布
剤
購
入
費
補
助
事
業
。

（
二
）
町
で
は
農
業
経
営
の
安
定
を
目
的

と
し
て
、
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
変
動
な

ど
、
農
業
経
営
に
発
生
す
る
様
々
な
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
た
め
、「
収
入
保
険
加
入
促
進

事
業
」「
園
芸
施
設
共
済
推
進
事
業
」「
果
樹

共
済
加
入
率
向
上
推
進
事
業
」
の
三
つ
の
事

業
に
よ
り
、
各
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
し
、

掛
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

答

　
②
今
ス
キ
ー
場
が
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
し

っ
か
り
と
対
応
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
で
あ

る
。
そ
こ
で
伺
う
。

（
一
）
町
は
ス
キ
ー
場
絡
め
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た

い
か
。

（
二
）
雨
池
コ
ー
ス
初
心
者
に
対
応
す
る

コ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

②
（
町
長
）

　
　
（
一
）
こ
こ
最
近
の
為
替
相
場
は
、

円
安
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
キ
ー
を
楽

し
む
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
日
本
は
魅

力
的
な
国
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
議
員
ご
指
摘
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の
Ｐ

Ｒ
サ
イ
ト
を
作
る
こ
と
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
情
報
発
信
が
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
リ
フ
ト
券
な
ど
の
支
払
い
は
、
現

金
以
外
に
も
、
一
部
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
対
応
し
て
い
る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。
日
々
変
化
す
る
情
勢
を
注
視
し

な
が
ら
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
外

国
人
観
光
客
の
需
要
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

（
二
）
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
周
辺
の
改
修
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
用
地
問
題
や
財
源
確

保
な
ど
、
現
状
で
は
難
し
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
ス
キ
ー
初
心
者
の
方
々
に
は
、
今

ま
で
ど
お
り
「
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
」
の
ほ

か
、「
パ
ラ
ダ
イ
ス
ゲ
レ
ン
デ
」
や
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
」
な
ど
を
御
利
用
い
た
だ

問答

け
れ
ば
と
思
う
。

①
令
和
６
年
12
月
か
ら
の
豪
雪
に
よ
る
農
業

被
害
に
つ
い
て

②
害
獣
に
よ
る
被
害
と
対
策
に
つ
い
て

　
①
先
般
議
員
全
員
協
議
会
で
被
害
状

況
等
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
対
応
で
「
農
家
が
営
農
意
欲

を
失
わ
せ
な
い
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。」
と
あ
っ
た
が
現
在
想
定
し
て
い
る
対

策
を
伺
う
。

　
　

①
（
町
長
）

　
　

農
家
が
営
農
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う

な
対
策
に
つ
い
て
、
農
業
者
の
生
産
意
欲
が

非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
、
希
望
を
持

っ
て
復
旧
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
希
望
を
持
っ
て
新
し
い
苗
木
を
植
え
る

と
い
う
こ
と
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
本
定
例
会
に
予
算
計
上
し

て
い
る
が
、
豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

業
用
ハ
ウ
ス
等
を
修
繕
・
再
建
す
る
場
合
に

係
る
経
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
二
分

の
一
の
県
補
助
に
加
え
、
四
分
の
一
を
町
が

嵩
上
げ
し
、
合
わ
せ
て
四
分
の
三
を
補
助
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
り
ん
ご
の
苗
木
が
不

足
し
て
お
り
購
入
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も

問答

あ
る
の
で
、
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
、
各

事
業
へ
の
補
助
金
嵩
上
げ
や
、
長
期
に
わ
た

る
町
単
独
で
の
り
ん
ご
苗
木
の
購
入
補
助
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
②
（
一
）
大
鰐
町
と
猟
友
会
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
二
）
猟
友
会
に
委
託
等
し
て
い
る
事
案

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　

②
（
町
長
）

　
　
（
一
）
当
町
の
青
森
県
猟
友
会
大
鰐

支
部
は
、
通
常
の
狩
猟
活
動
の
ほ
か
に
、
鳥

獣
に
よ
り
町
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に

係
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

も
、
町
と
連
携
し
、
害
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て

お
り
、
非
常
に
社
会
貢
献
度
の
高
い
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
町
か
ら
は
、
県
猟
友
会
大
鰐
支

部
に
対
し
て
、
活
動
に
必
要
な
経
費
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
内
訳
は
、
餌
や
消
耗
品
等

の
有
害
鳥
獣
の
駆
除
費
に
充
て
る
「
県
猟
友

会
大
鰐
支
部
補
助
金
」、
捕
獲
用
わ
な
等
の

購
入
費
に
充
て
る
「
鳥
獣
被
害
緊
急
対
策
事

業
補
助
金
」、
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
方
を
対
象
と
し
た
「
鳥
獣
被
害
対
策
補
助

金
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
目
撃
情
報
や
農
作
物
の
被
害
情
報

が
町
へ
寄
せ
ら
れ
た
際
、
猟
友
会
の
方
へ
連

絡
し
、
必
要
に
応
じ
て
わ
な
を
設
置
し
、
捕

獲
さ
れ
た
際
に
は
駆
除
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
猟
友
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
に
努
め
て

い
く
。 問答

前田　一裕 議員
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小中学校教員ファーストステップセミナー開催

●教員免許状を所有している方！
　幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校のいずれかの教員免許状を所有しているが、現在教育職に

就いていない方を対象にセミナーを開催します。ご家族、ご友人、周りの方々にもぜひご紹介ください。

▽開催日時・会場
　・令和７年８月23日（土）　ヒロロ　４階市民文化交流館ホール

　・令和７年９月 ７日（日）　弘前市民会館　１階大会議室

開催日時や応募方法等の詳細はホームページ（二次元コード）をご覧ください。

■お問合せ　県教育庁中南教育事務所（弘前市蔵主町４　☎ 32・4451）

  

第
一
二
五
回 

俳
句
箱 

入
選
句

令
和
七
年
四
月
～
令
和
七
年
六
月

優
秀
賞

 

●
投
句
数　
　

小
・
中
学
生
の
部　
　
　

八
十
七 

句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

高
校
・
一
般
の
部　
　
　

四
十
九 

句

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　
　

計　
　

百
三
十
六 

句

●
小
・
中
学
生
の
部　

う
ん
ど
う
か
い
２
と
う
と
３
と
う
を
と
っ
た
よ　
　

  

大
鰐
小
学
校　

一
年　

五
十
嵐
丈
尊

き
ん
ぎ
ょ
す
く
い
あ
ち
こ
ち
に
げ
る
ど
こ
い
く
の　

  

大
鰐
小
学
校　

二
年　

木
田　

喜
己

う
ん
ど
う
会
家
ぞ
く
き
て
く
れ
う
れ
し
い
な　
　
　

  

大
鰐
小
学
校　

三
年　

對
馬　
　

柚

よ
い
み
や
で
し
ゃ
て
き
を
や
っ
た
よ
あ
め
と
っ
た
よ  

大
鰐
小
学
校　

三
年　

新
谷　

日
菜

風
が
ふ
き
さ
く
ら
の
花
び
ら
か
み
か
ざ
り　
　

  

大
鰐
小
学
校　

三
年　

山
中　

望
愛

い
つ
か
の
日
白
鳥
と
ん
だ
ま
た
き
て
ね　
　
　

  

大
鰐
小
学
校　

四
年　

小
田
桐
好
春

お
や
た
ち
が
ほ
め
て
く
れ
た
日
運
動
会　
　
　
　
　

  

大
鰐
小
学
校　

四
年　

山
内　

心
乃

運
動
会
風
と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
た
よ　
　

  

大
鰐
小
学
校　

四
年　

對
馬　
　

雫

冬
休
み
あ
っ
と
ゆ
う
ま
に
す
ぎ
て
い
く　
　
　
　

  

　

大
鰐
小
学
校　

四
年　

藤
田　
　

星

い
ち
ご
あ
め
赤
く
そ
ま
っ
て
夕
日
み
た
い　
　
　
　

  

大
鰐
小
学
校　

五
年　

浅
利　

美
月

●
高
校
・
一
般
の
部

露
天
湯
や
湯
気
の
向
こ
ふ
に
紅
つ
つ
じ　
　
　
　
　

 

千
葉
県
千
葉
市　

河
野　

悦
子

夏
夜
空
音
も
立
て
ず
に
星
こ
ぼ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

大
鰐
町　

吹
田　

風
香

若
葉
風
種
苗
販
売
旗
ゆ
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
鰐
町　

坂
本
洋
治
郎

湯
け
む
り
に
友
と
語
ら
い
卒
業
す　
　
　
　
　
　

 

神
奈
川
県
横
浜
市　

一
岡　

香
鈴

散
る
花
や
肩
に
両
手
に
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
鰐
町　

成
田
さ
な
え
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募集種目 資格 受付期間 試験日

第２回
一般曹候補生

18 歳以上 33 歳未満の者
(32 歳の者は、採用予定月の末日
現在、33 歳に達していない者 )

令和７年
７月１日～　

令和７年
９月２日

【WEB 試験】
令和７年９月13日～
令和７年９月21日の１日
【２次】
令和７年10月11日～
令和７年10月26日の１日

第２回自衛官
候補生

【WEB 試験】
令和７年９月16 日～
令和７年９月21日の１日
【口述・身検 】
令和７年９月27日
　　　　又は28日

航空学生
（パイロット）

海：18 歳以上 23 歳未満の者
空：18 歳以上 24 歳未満の者
※細部はお問い合わせください

令和７年
７月 １日～　

令和７年
８月29日

【１次】
令和７年９月20日
　　　　及び27日
【２次】
令和７年10月16日～
令和７年10月23日
のうち指定する１日

防衛大学校
学生

（一般）

18 歳以上 21 歳未満の者
（高卒者（見込含）又は
高専３年次修了者（見込含））

令和７年
　７月１日～
令和７年

10月16日

【１次】
令和７年11月１日
【２次】
令和７年11月29日～
令和７年12月３日
の間の指定された日

防衛医科
大学校

（医学科学生）

令和７年
　７月１日～
令和７年

10月８日

【１次】
令和７年10月25日
【２次】
令和７年12月17日～
令和７年12月19日
の間の指定された日

防衛医科
大学校

（看護学科学生）

令和７年
　７月１日～
令和７年

10月３日

【１次】
令和７年10月18日
【２次】
令和７年12月６日、７日
のいずれか指定された日

自衛官採用試験のご案内

■お問合せ
　自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所（〒036-8093　弘前市城東中央３丁目９－19）☎ 27・3871
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火災予防・交通安全　  こちら警察・消防！

急ぐ日も急ぐ日も

足止め火を止め　準備よし足止め火を止め　準備よし

消防だより

東消防署 南分署
☎48・2108

危 険 物 の 届 出 を し て い ま す か ？

熱 中 症 に ご 注 意 を ！ ！

■大鰐町内の火災・救急発生状況（令和７年６月末現在）
令和７年 前年比

火　災 ２件 －１件
救　急 ２６１件 ＋２８件

令和7年度全国統一防火標語令和7年度全国統一防火標語

　日常生活に欠かせない「油」ですが、油種や量によっては届出が必要になります 。
　事業所だけではなく、ビニールハウス等の農業用で使用する場合でも該当となります。
　定められている量以上の「油」を保管したり、取扱うことは消防法違反となり、除去を命じる場合があります
のでご注意ください。
　届出は義務です。
　ご自身でお持ちの「油」（ホームタンク等）は届出が必要なのか等、
　ご不明な場合は次の問合せ先へご連絡ください。

■お問合せ
　消防本部予防課　☎ 32・5104
　東消防署南分署　☎ 48・2108

　今年も暑い夏がやってきました。皆さん、熱中症に注意し、暑い夏を乗り切りましょう。
　熱中症とは、炎天下や高温・多湿の環境下で起こる異常な「熱痙攣」、「熱疲労」、「熱射病」などの総称です。
　熱中症にならないために、次のことを心がけましょう。

①炎天下や非常に暑い場所での長時間の作業
やスポーツを避けましょう。

②水分を十分に補給しましょう。

③体調が悪いときは無理をせず体を休めまし
ょう。

④外出時は帽子をかぶる・日傘をさすなど、
直射日光に当たらないようにしましょう。
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警察だより
黒石警察署大鰐交番
☎48・2241

運転免許自主返納者支援のご案内
　高齢者の皆さんの中には、加齢による身体機能の衰
えを感じ、車の運転が危険であると思いながらも、買
い物や通院のために運転を続けている方もいると思い
ます。全国的にこのような高齢者の方々による重大交
通事故が発生し、大きな社会問題となっています。
　青森県警察では、車の運転に不安を感じて自動車運
転免許証を自主返納した方々の生活を支援するため、

「運転免許自主返納者支援事業」を推進しております。
この事業は運転免許証を返納し「運転経歴証明書」を
取得された方に対し、タクシー運賃や商品の割引、商
品宅配サービスなどの特典を協賛企業から提供するも
のです。
◆支援を受けるまでの流れ
①運転免許証を返納する

【自主返納の受付場所】
　・青森県運転免許センター
　・弘前自動車運転免許試験場
　・八戸自動車運転免許試験場（八戸警察署内）
　・むつ自動車運転免許試験場（むつ警察署内）
　・各警察署

②運転経歴証明書を申請し、交付を受ける
【運転経歴証明書について】
　運転経歴証明書は顔写真付きで、身分証明書とし
て使用することができます。
　・有効期限
　　無期限（更新の必要なし）
　・申請場所
　　上記自主返納の受付場所と同じ
　・申請可能な方
　　運転免許証の有効期限内に自主返納後５年以内
　　の方もしくは運転免許失効後５年以内の方

③協賛店に運転経歴証明書を提示して支援を受ける
【支援協賛店について】
　・支援協賛店数
　　県内413店舗、17自治体
　　（令和７年５月現在）
【支援協賛店一覧表の配布場所】
　・青森県運転免許センター
　・各自動車運転免許試験場
　・警察本部１階ロビー
　・各警察署

※詳しくは、県警ホームページ（上記二次元コード）
または「運転免許自主返納者支援協賛店一覧表」をご
覧ください。

警察事務（高卒程度）を募集します！
　警察事務（高卒程度）採用試験を行います。受験資
格は次のとおりです。

受験職種 採用予定
人員 受験資格

警察事務 ３人程度 平成16年４月２日から平成20
年４月１日までに生まれた者

　受験資格等は変更になることがありますので、詳細
については、試験案内で確認してください。
●受付期間　　８月 １日（金）～８月22日（金）
●第１次試験　９月28日（日）
●試験場所　　青森市、八戸市、弘前市
●職務内容に関する問合せ先
　青森県警察本部警務課人事・採用係
　 ☎ 0120・337・314
　青森県警察ホームページ
　https://www.police.pref.aomori.
jp/keimubu/keimu/saiyo/saiyo_
index.html

■受験手続及び案内に関する問合せ先
　青森県人事委員会事務局任用担当
　☎ 017・734・9829（直通）
　青森県人事委員会ホームページ
　https://www.police.pref.aomori.
lg.jp/soshiki/j-kanri/saiyou.html

横断歩道は歩行者優先
　昨年８月に JAF が実施した信号機のない横断歩道
での歩行者横断時における車の一時停止状況全国調査
によると青森県内の信号機のない横断歩道における車
両の一時停止率は、59.9％（前年比＋12.5％）でした。
　全国平均を上回ったものの、いまだ４割の車両が停
止していない状況です。
　車両の運転者は、「横断歩道は歩行者優先」の意識
を持ち、安全運転を心がけましょう。

青森県 全国

令和６年 59.9％ 53.0％ 全国17位

令和５年 47.4％ 45.1％ 全国26位

令和４年 56.7％ 39.8％ 全国7位

令和３年 14.0％ 30.6％ 全国ワースト3位

■お問合せ　黒石警察署大鰐交番　☎ 48・2241
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開催期間

２/14（土）～17（金）

２月14日（土）

15：00 開始式 平川市文化センター

２月 15日（日）

  9：00
ジャイアントスラローム
成年男子 A、成年女子 A、成年男子 B

大鰐温泉スキー場

10：00
クロスカントリー（クラシカル）
少年男子、成年男子 A、成年男子 B

青森あじゃら
クロスカントリーコース

  9：00
スペシャルジャンプ（HS=86m）
少年男子、成年男子 B、成年男子 A

花輪スキー場
花輪シャンツェ

２月 16日（月）

  9：00
ジャイアントスラローム
成年男子 C、少年女子、成年女子 B

大鰐温泉スキー場

10：00
クロスカントリー（クラシカル）
成年男子 C、少年女子、成年女子 A、
成年女子 B 

青森あじゃら
クロスカントリーコース

  9：00
コンバインドジャンプ（HS=86m）
少年男子、成年男子 B、成年男子 A

花輪スキー場
花輪シャンツェ

14：00
コンバインドクロスカントリー（フリー）
成年男子 B、少年男子、成年男子 A

花輪スキー場
クロスカントリーコース

２月 17日（火）

  9：00
ジャイアントスラローム
少年男子

大鰐温泉スキー場

  9：30 リレー（フリー）　女子
青森あじゃら
クロスカントリーコース

11：00 リレー（フリー）　成年男子

11：10 リレー（フリー）　少年男子

16：00 表彰式 平川市文化センター

第80回国民スポーツ大会
冬季大会スキー競技会

　大鰐町と秋田県鹿角市で第80回国民スポーツ大会冬季大会
スキー競技会が開催されます。スキー競技会の日本最高峰の大
会です。ぜひ応援をよろしくお願いします。
 全国スキー大会準備室　☎ 88・6035

大会スローガン

大会特設ホームページについて
　大会に関する情報は大会特設ホームページに掲載
されます。随時情報を更新しておりますので、大会
を観戦する方は開催期日が近づきましたら、確認を
お願いします。
　なお、大会開催期間中は、自家用車での来場がで
きませんので、循環バスをご利用
ください。今後ホームページに発
着場所や時刻表を掲載していく予
定です。
　　　　　　　　　　　大会ＨＰ
　　　　　　　　　二次元コード
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津軽の話題満載　  津軽広域連合だより

とき イベント名 内容 お問合せ

～ 8/17 平川市　蓮の花まつり 猿賀神社境内にある池一面に咲く淡いピンク色の蓮の花
を楽しむことができます。

一般社団法人平川市観光協会
☎ 40・2231

～ 8/17 2025 大鰐温泉サマーフェスティバル 納涼ふぇあやミニ花火大会、縁日、ねぷたまつりなど夏
の思い出となる催しがいっぱいです。

同実行委員会事務局（大鰐町企画観
光課）　☎ 55・6561

～ 9/21 企画展２「藩主のたしなみ」 弘前藩の歴代藩主による武芸・交際などに着目し、藩主
ゆかりの品々を紹介。 高岡の森弘前藩歴史館　☎ 83・3110

～ 9/25 スポット企画展「生誕 90 年　寺山修司著作展」 47 歳で世を去るまで常に前衛であり続けた寺山修司の著
作の数々を紹介します。 弘前市立郷土文学館　☎ 37・5505

～ 12/14 ふじめぐり総選挙 2025 対象店舗のレシートを集めてお気に入りの店舗に投票。
抽選で豪華賞品が当たります。 藤崎町経営戦略課　☎ 88・8258

8/15 ～
8/16 黒石よされ 日本三大流し踊りの 1 つに挙げられ、たくさんの踊り子

が「中町こみせ通り」を踊り歩く姿が見所です。
同実行委員会事務局（黒石商工会議
所）　☎ 52・4316

8/16 大川原の火流し 精霊流しが起源とされる伝統の奇祭。火のついたアシガ
ヤの舟を引き激流を下ります。 黒石観光協会　☎ 52・3488

8/20 津軽花火大会 幻想的な灯籠流しの後、約 3,000 発の花火が打ち上げら
れ、津軽の夜空を彩ります。 藤崎町商工会　☎ 75・2370

8/30 ～
8/31 ひらかわフェスタ 2025 津軽の桃等の物産を販売する他、ステージイベントや地

域の産業体験ブースを楽しめます。 平川市農林課　☎ 55・5898

8/31 第 24 回全国高等学校ファッションデザイン選
手権大会

全国の高等学校の生徒を対象としたファッションデザイ
ンのコンクール。

ファッション甲子園実行委員会
☎ 33・4111

9/14 コスモスフェスタ コスモスロード（国道７号バイパス）の開花を記念した
イベント。出店や催しを行います。 ふじさき食彩テラス　☎ 65・3660

9/14 ～
9/15 黒石こみせまつり 中町こみせ通り周辺を会場にグルメやハンドメイド作品

など、見所が満載です。
同実行委員会事務局（黒石商工会議
所）　☎ 52・4316

9/27 平川市制施行 20 周年記念ズーラシアンブラス
ファミリーコンサート

大人も子どもも楽しめるズーラシアンブラスのクラシッ
クコンサートを開催します。 平川市文化ホール　☎ 44・1221

10/5 ～
10/7 猿賀神社十五夜大祭 県下獅子踊り大会や歌謡ショーなどのイベントが開催さ

れます。 猿賀神社　☎ 57・2016

10/8 ～
12/5 企画展３「津軽信政展」 新田開発・文化振興などに力を注ぎ、名君と称された４

代藩主津軽信政の足跡をひもとく。 高岡の森弘前藩歴史館　☎ 83・3110

10/10 ～
10/13 津軽民謡短期大学 民謡を愛する多くの人に、伝統ある 

津軽民謡手踊りをお教えします。 黒石観光協会　☎ 52・3488

10/12 りんごの里板柳まるかじりウオーク 2025 7、13、23㎞の３コース！りんごもぎとり体験もあります。同実行委員会（板柳町教育委員会生
涯学習課）　☎ 72・1800

10/17 ～
10/19 津軽の食と産業まつり 津軽の「食」「産業」をテーマに地元生産品などを紹介。

野外ステージや催しも実施。
同運営協議会事務局（弘前商工会議
所内）　☎ 33・4111

　俳句、短歌、詩、映画、演劇、
小 説、 評 論、 作 詞、 写 真 ……、
多くのジャンルを駆け抜け 47 歳
で世を去るまで寺山修司の人生
は常に前衛であり続けました。
作 品 集『 わ れ に 五 月 を』、 歌 集

『 田 園 に 死 す』、 句 集『 花 粉 航
海』、小説『あゝ、荒野』、エッ
セイ集『書を捨てよ、町へ出よ
う』、自叙伝『誰か故郷を想はざ
る』など、寺山の多彩な単行本
の数々を紹介します。

▼開催期間
　7 月 9 日（水）～ 9 月 25 日（木）

■お問合せ
　弘前市立郷土文学館（☎ 37・5505）

　日本三大流し踊りの一つとして伝統があり、男女の
恋の掛け合い唄が起源といわれています。黒石よされ
は、流し踊り、廻り踊り、組踊りの３つの踊りで構成
されていて、市民や県内外の観光客でにぎわいます。
流し踊りもさることながら、時折、円になって踊る廻
り踊りは観客を巻き込んでの乱舞となり、見るよりも
参加することで楽しさを味わえるためおすすめです。
藩政時代の町並みを残した「中町こみせ通り」を踊り
歩く姿は大きな見所です。

▼日程　８月 15 日（金）・16 日（土）
▼場所

黒石市中心市街地ほか
 
■お問合せ
同実行委員会事務局
 （黒石商工会議所） 
 ☎ 52・4316 

黒石よされ（8/15・16）� （黒石市） スポット企画展「生誕90年�寺山修司著作展」�（弘前市）

だより
津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・
西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・障害支援区分判定審査のほか、各種
ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

津軽広域連合
イベント満載！

津軽の

▲『書を捨てよ、町
へ出よう』芳賀書店
昭和 42 年 3 月 15 日
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お知らせ・募集など　  おおわにかわら版 お知らせ・募集など　  おおわにかわら版 

黒
石
養
護
学
校
公
開
に
つ
い
て

　

県
立
黒
石
養
護
学
校
は
、「
学
校
公
開
」
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
40
分
～
11
時
30
分

●
内
容　
学
校
の
概
要
説
明
、
授
業
公
開

●
申
込　
９
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
立
黒
石
養
護
学
校

☎
54
・
８
２
６
０

夏
場
の
食
中
毒
に
注
意
！

　

夏
場
は
、
細
菌
性
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
「
①
付
け
な
い　

②
増

や
さ
な
い　

③
や
っ
つ
け
る
」
を
合
言
葉
に
、
家

庭
で
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
付
け
な
い

・
調
理
前
と
食
事
前
は
、
し
っ
か
り
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

・
肉
、
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
を
購
入
し
た
ら
保

冷
に
努
め
、
す
ぐ
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
品
を
す
ぐ
に
食
べ
な
い
場
合
は
、
冷
蔵

庫
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
た
料
理
は
、
早
め
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。

③
や
っ
つ
け
る

・
加
熱
調
理
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

問
中
南
保
健
所

☎
33
・
８
５
２
１

令
和
７
年
度
農
林
総
合
研
究
所

参
観
デ
ー
の
お
知
ら
せ

●
日
時　
８
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
～
15
時

●
場
所　
黒
石
市
田
中
82
―
９

●
内
容　
農
業
お
役
立
ち
情
報
提
供
、
３
品
種
の

ご
飯
食
べ
く
ら
べ
、
花
や
エ
ダ
マ
メ
の
販
売
、
農

業
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
水
田
・
畑
の
雑
草
展
示
な
ど

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
し
ま
す
。

問
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
４
３
９
６

「
う
ち
の
子
、
大
丈
夫
か
な
…
」

自
立
の
た
め
の
相
談
窓
口

　

ひ
ろ
さ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

働
く
こ
と
や
将
来
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者
と
そ
の

ご
家
族
の
た
め
の
無
料
相
談
窓
口
で
す
。

　

就
職
活
動
の
始
め
方
か
ら
、
就
職
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
、
ひ
と
り
一
人
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
よ
く
あ
る
相
談　
向
い
て
い
る
仕
事
が
分
か
ら

な
い
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
働
け
る
か
不
安
、
働
い

て
も
長
続
き
し
な
い
、
人
と
う
ま
く
話
せ
な
い
、

他
の
人
と
ち
ょ
っ
と
違
う
気
が
す
る
な
ど

●
対
象　
15
歳
～
49
歳
で
、
現
在
お
仕
事
に
就
い

て
い
な
い
若
者
や
そ
の
ご
家
族

●
場
所　
ヒ
ロ
ロ
３
階
弘
前
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

●
利
用
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
事
前
予
約

問
ひ
ろ
さ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
35
・
４
８
５
１

Ehirosapo@
im

s-hirosaki.com

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知

ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
令
和
７
年
度
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
、「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
働

き
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」「
学
び
を
楽

し
み
た
い
」「
空
い
た
時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
様
々
な
年
代
や
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

入
学
試
験
が
な
く
、「
学
び
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

　

受
講
か
ら
単
位
認
定
試
験
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
き
る
た
め
、
今
の
時
代
の
学
び
方
と
し
て
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
令
和
７
年
９
月
11
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
38
・
０
５
０

０
）ま
た
は
、
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス（
☎
０

１
７
８
・
70
・
１
６
６
３
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｈhttps://w
w

w
.ouj.ac.jp

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

お
知
ら
せ

　
「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
楽
し

く
学
ぼ
う
動
物
の
こ
と
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　
９
月
20
日
（
土
）
10
時
～
16
時

●
場
所　
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
う
さ
ぎ
ふ
れ
あ

い
体
験
、
乗
馬
体
験
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
動
物
の

お
医
者
さ
ん
な
り
き
り
体
験
ほ
か

問
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
・
７
２
６
・
６
１
０
０

供
養
灯
籠
流
し
が
行
わ
れ
ま
す

　

供
養
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）
流
し
が
８
月
17
日
、

平
川
親
水
公
園
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

灯
篭
流
し
は
、『
お
盆
の
時
期
に
こ
の
世
に
呼

ん
だ
精
霊
を
あ
の
世
に
見
送
る
送
り
火
の
行
事
』

と
し
て
行
わ
れ
、
今
回
で
65
回
目
を
迎
え
ま
す
。

●
日
時　
令
和
７
年
８
月
17
日
（
日
）
19
時

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
８
月
19
日
（
火
）
に

順
延
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
場
所　
平
川
親
水
公
園

　
（
月
見
橋
～
相
生
橋
の
区
間
で
灯
篭
を
流
し
ま
す
）

●
灯
籠
の
販
売
場
所

　

町
内
各
寺
院
、
山
忠
会
館
、
山
本
酒
店
、
㈲
慈

光
社
、
㈲
サ
ト
ー
・
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
不
二
や
ホ

テ
ル
、
喫
茶
シ
ー
ハ
イ
ル
、
山
崎
み
や
げ
店
、
虎

屋
、
そ
う
ま
屋
米
酒
店
、
福
士
食
料
品
店
、
葵
葬

祭
、
佐
々
木
魚
店
、
鰐com

e

、
㈲
ア
カ
ヒ
ラ
商

店
、
㈱
片
山
組
、
㈲
吹
田

●
そ
の
他　

　

昨
年
か
ら
灯
篭
を
水
に
溶
け
る
タ
イ
プ
へ
変
更

し
て
い
ま
す
。
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
溶
け
な
い
灯

篭
や
お
菓
子
な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
水

の
流
れ
が
弱
い
部
分
で
は
ゆ
っ
く
り
溶
け
ま
す
。

問
大
鰐
町
商
工
会

☎
48
・
２
３
３
５
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F…ファクス  E…E メール  H…ホームページ  問…お問合せ・お申込み先

いつかツーリングで大鰐に� 越谷　一檎

こんにちは！今年の 4 月から大鰐町で実習をし、大鰐町のことにつ

いて学んでいます。弘前大学人文社会科学部 3 年の越谷　一檎（こし

や　かずき）です！

私は弘前市出身で、大鰐町には小さいころから訪れたことがあり、

鰐 come へ行き温泉に入ったり、スキー場へスノーボードをしに行っ

たりと大鰐町には何度か訪れたことがあります。そこで今回大学の授

業として、町役場の方と協働し、大鰐町を盛り上げていくことを考え

る実習なので、大鰐町ににぎわいをもたらすためには、どんな取り組

みが必要かということをこの実習を通して、考えていきたい！また、

今まで知らなかった大鰐町のことを知りたい！と思い、この実習を選びました。

話題が変わりますが、私は最近バイクを購入しました。私は自然を感じられる場所が好きなのでぜひ

とも大鰐町にはバイクでツーリングに行きたいと考えています。そこで、川沿いや山の中に行き自然を

堪能した後、帰りには温泉に入りゆっくりとした時間を過ごせればいいなと考えています。

大鰐町は自然が豊かで、宿泊場所も多く、町の魅力を前面に活かし、どのように働きかけたら大鰐町

にぎわいをもたらすことができるかということをこの一年たくさん考え楽しみながら励んでいきたいと

思います！

暮らしの中にある旅� 佐藤　杏美

私は旅行が好きです。大学の友人からは、日本中どこにでもいるよ

ね、と言われたこともあります。特に好きなのは、その土地での「暮

らし」を体感すること。地元のスーパーをのぞいてみたり、大通りか

ら一本入った地元民の集う飲食店に入ってみたりするのが楽しみで

す。スーパーの棚に並ぶ、その土地ならではの食材やお惣菜。見たこ

ともない商品を、当たり前のように買い物かごに入れていく人たち。

私にとっては不思議でしかないその光景が、誰かにとっての「日常」

であることに、なんとも言えないおもしろさを感じます。

大鰐町について考え始めてもうすぐ４カ月が経ちます。実際に訪れ

た回数はまだ多くはありませんが、誰かの日常に触れる旅が好きな私にとって、大鰐町との出会いは、

まち全体が学びの場のように感じられます。これからの大鰐町の未来に、このプロジェクトが少しでも

意味のある一歩となるよう、私自身もできる限りの力を尽くしたいと思っています。

　昨年度から実施している、弘前大学協働事業「町職員 × 弘前
大学生大鰐未来づくりプロジェクト」。今年度は広報６月号から
月１回、弘前大学生が大鰐町を見て、触れて、感じたことについ
てのコラムコーナーを掲載しています。令和７年度第３回目は、
佐藤杏美（さとう　あみ）さんと越谷 一檎（こしや　かずき）
さんが大鰐町の旅行とツーリングについて語ってくれます！

弘前大学生コラムコーナー

第３回テーマ
大鰐町の

旅行とツーリング
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行事予報・戸籍の窓口など　  月替わり掲載コーナー 

町管理栄養士 ひなたの

おすすめレシピ
　　　　　　　vol.55

８月のおすすめレシピは…

夏野菜とタコのマリネ

◆作り方
①タコは塩もみをしてからゆでて、小さめの一口大

に切る。
②きゅうりは板ずりをする。
③きゅうり、パプリカ、トマトは小さめの乱切りに

する。
④ボウルに A を混ぜ合わせ、①と③を加えて和える。

★レシピのポイント！
　塩もみをすることで臭みが取れ、やわらかい茹ダ

コになります。

★気になる栄養価（１人分）は？
　エネルギー /110kcal、タンパク質 /6.5g、
　脂質 /6.3g、炭水化物 /8.4g、食塩 /0.5g

～今月のコラム～
　きゅうりは大部分が水分のため栄養素がないと思われがちですが、ビタミン Cやカリウムが比
較的多く含まれています。カリウムは血圧を下げ、ビタミンCは夏バテの原因となる疲労物質の“乳
酸”をためこまないようにするはたらきがあります。

■レシピに関するお問合せ　保健福祉課健康推進係　☎55・7149（直通）

材料名 分量（４人分）

タコ 100g

塩 小さじ1/2

きゅうり １本（約100g）

パプリカ（黄） 1/2個（約100ｇ）

トマト 中２個（約300ｇ）

Ａ

砂糖 小さじ２

塩 小さじ1/4

レモン汁 大さじ２

オリーブ油 大さじ２

こしょう 少々

１日に野菜を 350 ｇ以上食べよう

大鰐町民は男性 143.8g/ 日、女性 149.8g/ 日と野
菜の摂取量がとても少ないです。そこで旬ご
との野菜を使ったレシピを紹介します。ぜひご家庭
でも作ってみてください♪

野菜が130g（１人分）
摂れるレシピです
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行事予報

■
毎
月
20
日
は
、
健
康
の
日
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

８ 月
１日（金）～７日（木） ○大鰐温泉ねぷたまつり　１日、３日合同運行（雨天時２日、４日に順延）

９日（土） ○二十歳の集い　場所：中央公民館　受付：９時30分～

10日（日） ○阿闍羅モルック DAY　場所：あじゃらの森キャンプ場

20日（水） ○町戦没者追悼式　場所：総合福祉センター３階集会室　11時～

９ 月
２日（火） ○第21回大鰐町長寿福祉祭　場所：総合福祉センター

19日（金） ○第22回大鰐温泉商店会　ちどりあし祭

28日（日） ○大鰐町総合防災訓練　場所：雨池スキーコミュニティセンター　他

おくやみもうします　
亡くなった人（年齢）地区名

戸籍の窓口 （※順不同、敬称略。大鰐町に届け出し、希望された方のみ掲載しています。）

■６月受付分

大鰐町の人口と世帯数
令和７年６月末日現在
人　口 8,094人
前月比 －20人
　　男 3,712人
　　女 4,382人
平均年齢 57.7歳
世帯数 4,007世帯
前月比 －６世帯

・佐　藤　義　則（81歳）大鰐５A

・渡　邊　節　郎（91歳）居土

・對　馬　和　子（84歳）八幡館

・髙　橋　浩　幸（62歳）大鰐４

・吹　田　テチヤ（97歳）駒木

・山　田　專太郎（98歳）宿川原

・村　上　美保子（75歳）大鰐７A

・神　　　重　敏（88歳）三ツ目内A

・原　子　兼　行（80歳）元長峰
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●広報おおわには町のホームページでも公開しています　【URL】 http://www.town.owani.lg.jp/

今月の表紙

大鰐町ＨＰへ
ジャンプします

大鰐町 LINE

広報おおわに　No.7６3
令和７年８月号
発行　大鰐町
編集　大鰐町総務課
〒038－0211
青森県南津軽郡大鰐町大字大鰐字
羽黒館５番地３
TEL　48・2111
FAX　47・6742
H  P　http://www.town.owani.lg.jp/
発行部数　3,900部

発
行
　
大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
一
一
　
青
森
県
　　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
　
総
務
課
　
☎
〇
一
七
二
―
四
八
ー
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わになって みんなポカポカ 大鰐町

「町職員×弘大生　大鰐
未来づくりプロジェクト」
からの提案で始まった町公
式 Instagram がついにスタ
ートしました。映像に特化
した Instagram ならではの
大鰐町の魅力を弘前大学生
のアドバイスを参考に発信
していきます。是非登録を
よろしくお願いします！

３歳児健診３歳児健診
むし歯のない子むし歯のない子

６月の３歳児健診でむし歯が無かった
子どもたちを紹介します！
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たた
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 （大鰐１） （大鰐１）
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